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妊娠末期から産後の母親の生活リズムと

乳児の睡眠覚醒リズムとの関連

早瀬　麻子，島田三恵子

乾　つぶら，新田　紀枝

〔論文要旨〕

　妊娠末期から産褥期の母親の生活リズムと乳児の睡眠覚醒リズムとの関連を明らかにすることを目的

として，同意の得られた妊婦57名，追跡調査できた産後1か月46名，産後4か月34名の母子を対象とし，

睡眠覚醒を1週間記録した。

　妊娠末期妊婦の最長睡眠時間の丁丁時刻と，1か月児の夜睡眠時間との負の相関（r＝一〇．324，

p＜O．034）が認められ，1か月の母子ではこの関連がみられなかった。妊婦と1か月児の入眠時刻は

ほぼ同じであった。妊娠末期に妊婦が早く寝ることにより，1か月児が夜間多く眠ることから，ヒトに

おいても胎児期から母親の生活リズムへの同調が始まっていることが明らかにされた。
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1．はじめに

　母子の生活リズムを調整する援助を行うこと

は，昼夜児の世話をする産後の母親の疲労を軽

減し，夜泣きで育児困難感を感じたり育児不安

になりがちな母親にとって大切な子育て支援で

ある。睡眠覚醒リズムは乳幼児の中枢神経系の

発達の指標のひとつであるため，子どもの心身

の健やかな発達という視点からも子どもの睡眠

の発達を促すケァが必要とされる。睡眠覚醒リ

ズムの発達には明暗周期，食事，養育者の生活

リズムなどの環境要因も大きく影響することか

ら，これらの環境因子を整えることは育児支援

の重要な課題である。

　また，乳幼児の正常な睡眠リズムを確立する

ことは将来的に，子どもの肥満，動脈硬化，高

血圧，糖尿病などの生活習慣病1・2）を予防する

と共に，社会に適応した生活リズムや生活習慣

を体得し，子どもの学習能力や精神機能を十分

に発揮し，心身の成長を促すうえで社会にとっ

ても重要である。乳児の睡眠覚醒リズムは修正

12～16週までに1日リズムを確立することが報

告されている3・4）。

　乳児の1日リズムは，メラトニンが母体血中

から胎盤経由で胎児の脳内メラトニン受容体の

産生を促進し，母体の生活リズムを基本として

胎児期に発達しはじめることが動物実験で報告

されている5・6）。しかし，ヒトにおける妊娠末

期の母親の胎児への胎内影響の関連について検

討されているものはない。また，出生後，ヒト

の生体時計が生来もっている25時間周期を24時

間の環境周期に同調させる因子（同調因子）と

して昼夜の明暗周期，食事，子どもの場合養育

者の生活リズムなどがあるとされている7）。し
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かし，妊娠期から育児期における睡眠覚醒リズ

ムの母と子の関連を縦断的に検討している報告

は見当たらない。

　そこで，妊娠末期から産褥期の母親の生活リ

ズムと乳児の睡眠覚醒リズムとの関連を明らか

にすることを目的として，本研究を行った。

皿．方 去

1．対　象

　平成18年8月から平成19年11月半間に，大阪

府下のT病院の産婦人科外来を受診している妊

娠末期の妊婦に，研究の目的，方法，研究不参

加または辞退が不利益にならないことを説明

し，同意の得られた妊婦57名，このうち追跡調

査できた産後1か月の母子46名，産後4か月の

母子34名を対象とした。

2．調査方法

　同一対象に，妊娠末期（35週以降），産後1

か月（4～7週），産後4か月（16～19週）に

コホート調査し，属性などの調査票，および

Sleep　Log（睡眠表）を記入してもらった。同

意の得られた対象者に産婦人科外来で手渡し，

または郵送法で配布し回収はすべて郵送法で

行った。

　睡眠表は，母親が家庭で自分の起床時刻，就

寝時刻，睡眠および覚醒時間，昼寝時間を30分

毎にその都度記入するday－by－day－plot法に

より1週間記録した。乳児の睡眠表は母親が観

察して同様に記録し，授乳した時間も併記して

もらった。睡眠表は精神医学領域では補助診断

法8）として使用されている。本研究では母親が

眠っている間の乳児の睡眠記録の妥当性を検証

するため，アクティブラフ（米国A．M．1社の

腕時計式マイクロミニR型行動計）を平行して

使用した。夜睡眠時間は睡眠表とアクティブラ

フとの有意な正の相関（r＝0．473，p〈0．002）

が認められ妥当性を確認した。

3．分析方法

　これらのデータを周期，位相（ピークの時刻），

振幅（頂値と低値の差）のリズムの3要素に従

い分析した。すなわち，睡眠覚醒リズムでは，

位相は最長睡眠の入眠時刻，振幅は1日の合計

747

睡眠時間とした。睡眠表の記入が3日未満のも

のは分析から除外した。睡眠覚醒リズム解析プ

ログラムfor　Windows　Ver　2．1（IAC社）で

各睡眠時間，各睡眠回数中途覚醒の時間と回

数および睡眠周期を解析した。これらの睡眠

指標について対象者毎に平均値を算出した。最

長睡眠の入曽時刻，授乳回数は視察法で読み取

り，対象者毎の平均を算出した。

　統計解析は，SPSS　Ver．12．OJを使用した。

各睡眠指標の1か月と4か月の比較にはpaired

t検：定，初経産の比較にはunpaired　t検：定，

母子の睡眠指標の相関はピアソン積率相関係数

を用いた。有意水準は5％とした。なお，本研

究は大阪大学医学部医学倫理審査委員会の承認

を得た。

皿．結 果

1．対象属性

　妊娠末期に同意の得られた57名のうち，産後

1か月まで追跡できたのは母子46名，産後4か

月まで追跡できたには母子34名であった。平均

年齢33．3（±4．1）歳，分娩週数は平均38．8（±

1．5）週，初産婦38名（82．6％），経産婦8名

（17．4％）であった。．

2．児の各睡眠指標の時期別比較と母子関連

1）合計睡眠時間および合計睡眠回数

　1日の合計睡眠時間は1か月児は平均13．15

時置，4か月児は平均12．63時間，そのうち初

産婦の児は12．42時間，経産婦の児は13．46時間

であり，経産婦の児の方が有意に合計睡眠時間

が長かった（p＜0．05）。4か月児の合計睡眠

時間は1か月児より有意に減少していた（p

〈0．05，表1）。産後1か月の母の合計睡眠時

間は6．71時間であり，1か月の母と子の有意な

相関が認められなかった（表2）。産後4か月

の母は平均6．91時間であり母子の有意な正め相

関（rニ0．354，p＜0．05）が認められた（表3）。

　合計睡眠回数は1か月児は平均7．5回，4か

月児は平均6．4回であり，生後1か月から4か

月に有意に減少していた（p＜0。001，表1）。

　産後1か月の母は平均3．6回であり，母子

の有意な正の相関（r＝O．549，p〈0．001，

表2＞が認められた。産後4か月の母は平均3．2
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回であり，母子の有意な正の相関（r＝0．789，

p＜0．001，表3）が認められた。

2）昼睡眠時間

　昼睡眠時間は1か月児は平均5．31時間，4か

月児は平均3．82時間，そのうち初産婦の児は

3．67時間，経産婦の児は4．40時間であり，経産

表1　児の各睡眠指標の変化

　1か月児
（n＝46）

mean　SE

4か月児
（n＝34）

mean　SE　検定

合計睡眠時間

合計睡眠回数

昼睡眠時間

昼寝回数

夜睡眠時間

夜睡眠割合（％）

13．15土0．25

7．5　±O．2

5．31±O．19

3．6　±O．1

7．86±O．14

ac．1　±1．0

12．63±O．21　＊

6．4　±O，3　＊＊

3．82±O．14　＊＊＊

3．1　±O．1　＊

8．82±0．16　　ホ串宰

69．9　±O．9　＊＊＊

申途覚醒の合計時問（分）　154，04±7．63

中途覚醒回数　　　　　2．7±0．1
1回あたりの中途覚醒時間（分）　　58．64±2．97

99．35±7．02　＊＊＊

2．1　±O．2　＊＊

52．55±3．70　n．s．

最：長睡眠時間　　　　3，88±O．14

最長睡眠の入眠時刻（時）　23．69±0．30

最：長睡眠の覚醒時刻（時）　3．53±0．31

5．62±0。37　　寧＊孝

22．56±O．28　＊

4．16±O．34　n．s，

睡眠周期（時間） 24，46±O．19　23．94±O．03　＊

合計授乳回数

昼授乳回数

夜授乳回数

8．9　±O．3

5．1　±O．2

3．9　±O．1

宰＊

零＊＊

串

n
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臼
ワ
臼

0
0
0

±
±
±

ハ
0
3
り
D

7
．
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n
δ

paired　t－test　“”p　〈O．oo1，　““p　〈O．Ol，　’p　〈O．05，

　　　　　　　　　　　n．s．　1　not　significant

婦の児の方が有意に昼睡眠時間が長かった（p

＜0．05）。4か月児の昼睡眠時間は1か月児よ

り有意に減少していた（p＜0．001）。産後1か

月の母は平均0．91時間であり，そのうち初産婦

は1．03時間，経産婦はO．34時間であり，初産婦

が有意に長かった（p＜0．01）。産後4か月の

母は平均0，55時間であり，4か月の母は初経産

の差はなかった。

3）夜睡眠時間

　夜睡眠時間は1か月児では，初産婦の児は

7．72時間，経産婦の児では8．50時間であり経産

婦の児の方が有意に長かった（p＜0．05）。4

か月児の夜睡眠時間は1か月児より有意に増加

していた（p＜O．OOO）。産後1か月の母と子（r

＝0．588，p＜0．001），4か月の母と子（r＝

0．460，p＜0．01）に有意な正の相関が認めら

れた。

4）中途覚醒の合計時間および中途覚醒回数

　中途覚醒の合計時間は，1か月児の中途覚

醒の合計時間は4か月児よりも有意に多かっ

た（p＜0．001，表1）。中途覚醒の合計時間は，

1か月の母と子との相関がなかった（表2）が，

4か月では母子の有意な正の相関（r＝0．606，

p＜O．OOI，表3）が認められた。

表2　1か月母子の各睡眠指標の相関

1か月母（n＝46）

mean　（±SD）
夜睡眠時間

　1か月児（n＝46）

中途覚醒　　最長睡眠の
　　　　　　　　　　　　夜授乳回数
合計時間　　　入眠時刻

合計睡眠時間

合計睡眠回数

昼睡眠時間

昼寝回数

夜睡眠時間

夜睡眠割合（％）

中途覚醒の合計時間（分）

中途覚醒回数

最長睡眠時間

最長睡眠の入山時刻（時）

最長睡眠の覚醒時刻（時）

　6．71　（±O．14）

　3．6　（±O．1）

　O．91　（±O．10）

　O，5　（±O．1）

　5．80　（±O．14）

86．8　（±1．4　）

103．57　（±6．93）

　L7　（±O．1）

　3．40　（±O．13）

O，275

－O．082

一〇．191

0．200

一〇．406　＊＊ 0．415　＊＊

一〇．505　＊＊＊ 0。507　＊＊＊

0．588　紡＊ 一〇，511　＊＊＊

O．496　＊＊＊

一〇．156

0．110

0．259

一〇．499　＊＊＊

一〇．310

0．108

0，323　＊

O．523　＊＊＊

D，557　＊＊＊

一〇．456　＊“

＊　一〇．083

O．440　＊＊

［亟コー…25

O．042

0．273

一〇．199

－O．207

24．79　（±O．22）　pt　O，321　＊

4．26　（±O．26）　一〇．006 O．051

O，036

－O．009

－O．128

－O．047

0．075

iO．519　＊＊＊

O，548　＊＊＊

一〇．412　＊＊

O．317　＊

O．032

－O．141

Pearson相関　”’p〈0．001，寧＊p＜0．01，＊p＜0．05
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表3　4か月母子の各睡眠指標の相関

4か月母（n＝34）

mean　（±　SD）

4か月児（n＝34）

　　　　　　中途覚醒
夜睡眠時間
　　　　　　合計時間

最長睡眠の
　　　　　　夜授乳回数
入門時刻

合計睡眠時間

合計睡眠回数

昼睡眠時間

昼寝回数

夜睡眠時間

二二二割合（％）

申途覚醒の合計時間（分）

二途覚醒回数

最長睡眠時間

最長睡眠の入眠時刻（時）

最長睡眠の覚醒時刻（時）

6．91　（±O．15）　O．243

3．2　（±O．2）　一〇．588　＊＊＊

O．55　（±O．09）

O．5　（±O，1）

6．36　（±O．16）

92．2　（±1．3）　O．432　＊

68．29　（±5．56）　一〇．282

1．5　（±O．1）　一〇．440　＊＊

4．13　（±O．24）　O．358　＊

24．53　（±O．22）　一〇．423　＊

4．64　（±O．24）　一〇．051・

一〇．361　＊ O．104 一〇．257

O．673　＊＊＊　O．231

一〇．417
＊

0，295

一〇．297 0，119
1

1・，46・
＊＊ 一〇．500 ＊＊

一〇，325

O．758　＊＊＊

O．407　＊

O．317

O．388　＊

O．399　＊

一〇．139 一〇．455　＊＊

一〇．378　＊　一〇．402　＊

0．606　料＊ 0，374　＊

0．648　＊＊＊

0，077

O，063

|0，026

0，604　艸＊

一〇，564　＊＊ 一〇．488　＊＊

0．422　＊ 0，428　＊ 0，311

一〇．198 O．375　＊　一〇．226

Pearson相関　＊＊＊p＜0．OOI，＊＊p＜0．01，’p＜O．05

　中途覚醒回数は1か月児は平均2，7回，4か

月児は平均2．1回であり，4か月児の中途覚醒

回数は生後1か月よりも有意に減少していた

（p＜0．01，表1）。

　産後1か月の母は平均L7回であり，母子の

有意な正の相関（r＝0．669，p＜0．001，表2）

が認められた。産後4か月の母は平均1．5回で

あり，母子の有意な正の相関（r＝0．838，p

＜O．OO1，表3）が認められた。

　一回あたりの中途覚醒時間は1か月児は58．6

分，4か月児は52．6分であり，1か月と4か月

との差がなかった。一回あたりの中途覚醒時間

は，産後1か月の母は65．0分，そのうち初産婦

は68．6分，経産婦は47．2分であり，，初産婦と経

産婦との有意な差は認められなかった。産後4

か月の母は47．9分，そのうち初産婦は48．3分，

経産婦は46．5分であり，初産婦と経産婦との有

意な差は認められなかった。しかし，母親の一

回あたりの中途覚醒時間は産後4か月が1か月

よりも有意に短くなっていた（p＜O．OOI）。特

に初産婦では1か月よりも有意に短くなってい

た（pく0．001）。経産婦では有意な差は認めら

れなかった。

5）最長睡眠時間およびその入眠時刻

　最：長睡眠時間は1か月児では平均3．88時間，

産後1か月の母は平均3。40時間であり，母子の

有意な正の相関（r＝0．861，p＜0．001，表2）

が認められた。4か月児は平均5．62時間，産後

4か月の母は平均4．13時間であり，母子の有意

な正の相関（r＝0．678，p＜0．001，表3）が

認められた。4か月児の最長睡眠時間は生後1

か月よりも有意に長くなっていた（p＜O．OOI，

表1）。

　4か月児の最長睡眠の入眠時刻は生後1か

月よりも有意に早くなっていた（p＜0．05，

表1）。産後1か月では初産婦25．0時，経産婦

23．8時であり，初産婦の方が有意に遅かった（p

＜0．05）。最長睡眠の早引時刻は1か月の母子

（r＝0．519，p＜0．001，表2），4か月の母子

（r＝0．428，p＜O．05，表3）に有意な正の相関

が認められた。

6）睡眠周期

　睡眠周期は1か月児では平均24．46時間，産

後1か月の母は平均24．04時間であり，母子の

有意な相関が認められなかった。4か月児は平

均23，94時間，産後4か月の母は平均24．08時間

であり，母子の有意な相関が認められなかった。
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乳児の睡眠周期は1か月児から4か月児にかけ

て有意に短縮していた（p＜0．05，表1）。

7）合計授乳回数および昼授乳回数，夜授乳回数（表1）

　合計授乳回数は1か月児で平均8．9回，4か

月児で7．6回となり，生後4か月で有意に減少

していた（P＜0．001）。夜授乳回数は1か月児

で平均3，9回，4か月児で3．3回となり，生後4

か月で有意に減少していた（p＜0，001）。昼授

乳回i数は1か月児で平均5．1回，4か月児で4．3

回となり，生後4か月で有意に減少していた（p

〈o．oo6）．

3．妊娠末期の妊婦と1か月児の各睡眠指標の関連

　　（表4）

　最長睡眠の入眠時刻は，妊娠末期の妊婦は

24．30時，1か月児は23．69時，であり母子共に

夜間のほぼ同じ時刻であった。最長睡眠時間

（r＝0．364，p＜0。05）および夜睡眠時間（r

＝0．306，p＜0．05）は妊婦と1か月児との正

の相関が認められた。妊婦の最長睡眠の入眠時

刻は1か月児の夜睡眠時間（r＝一〇．324，p

＜O．05，図1），および妊婦の夜：睡眠時間（r

＝一Z．715，n＝57，　p＜O．OOI）との負の相関

が認められた。

4．1か月の母子の各睡眠指標の関連（表2）

　1か月児の夜睡眠時間は母親の昼睡眠時間

（r＝一〇．406，p＜0．01）および昼寝回数（r

＝一Z．505，p＜O．OOI）との負の相関がみられ

た。1か月の母の最長睡眠の入眠時刻は1か月

児の夜睡眠時間との相関は認められなかった。

また，1か月児の夜間の中途覚醒の合計時間は

母の昼睡眠時間（r＝0．415，p〈0．Ol）およ
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図1　母親の入眠時刻と児の夜睡眠時間との関連

　　※入眠時刻は24時以降は深夜の時間帯を表す

表4　妊婦と1か月児の各睡眠指標の相関

妊≡妬｝　（n＝＝46）

mean　（±　SD）

1か月児（n＝46）

　　　　　　　中途覚醒
夜睡眠時間
　　　　　　　合計時間

最長睡眠　　最長睡眠の

　時間　　　　入眠時刻

合計睡眠時間

合計睡眠回数

昼睡眠時間

昼寝回数

夜睡眠時間

夜睡眠割合（％）

中途覚醒の合計時間（分）

中途覚醒回数

最長睡眠時間

最長睡眠の入毛時刻（時）

最長睡眠の覚醒時刻（時）

7．76　（±O．16）　O．039

2．1　（±O．1　）　一〇．264

1．03　（±O，12）　一〇．305　＊

O．7　（±O．1）　一〇．281

一〇．200

O．277

O．175

O．083

6．73（±・．15）［1垂コー・．356・

87．3　（±1．5　）

28．80　（±6．00）

O．3　（±O．1）

6．35　（±O．19）

24．30　（±O．19）

6．75　（±O．19）

O．359　＊　一〇．236

一〇．152

一〇．135

O．123

O．137

O．290

一〇．316　＊

一〇．324　＊

O．231

一〇．308　＊

O．176

一〇．067

O．094

一〇．111

一〇．059

O．101

O．053

一〇．023

一〇．098

一〇．091

一〇．401　＊＊　O．107

一〇．308　＊ O．223

pm　一〇．207

O．476　＊＊　一〇．080

一〇．200 O．149 O．263

O．283

O．088

Pearson相関　＊＊＊p〈0．OO1，＊＊p＜O．Ol，＊p＜0．05
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び昼寝回数（r＝一〇，507，p＜O．OOI）との正

の相関が認められた。

　夜授乳回数は母の合計睡眠回数（r＝O．404，

p＜0．002）および中途覚醒回数（r＝O．548，

p＜0．001）との正の相関が認められ，母の

最長睡眠時間との負の相関（・r＝一〇．412，p

＜0．01）が認められた。しかし，昼授乳回数は

母の各睡眠指標との相関は認められなかった。

5．4か月の母子の各睡眠指標の関連（表3）

　4か月児の合計睡眠時間は母親の夜睡眠時間

（r＝0．469，p＜0．01）および最長睡眠時間（r

＝0．411，p＜0．05）との正の相関が認められた。

　児の中途覚醒の回数および合計時間は母の昼

睡眠時間と相関がなく，母の最長睡眠時間（r

＝一Z．564，p＜0．001）との負の相関が認めら

れた。

　夜授乳回数は母の中途覚醒の合計時間（r

＝0．374，p＜0．05），母の中途覚醒回数（r

＝0．604，p＜0．001），および母の合計睡眠回

数（r＝O．758，p＜0．001）との正の相関が認

められた。また，夜授乳回数は母の夜睡眠時間

（r＝一〇．455，p＜0．01），最長睡眠時間（r

＝一Z．488，p＜0．01）との負の相関が認めら

れた。合計授乳回数は母の中途覚醒回数との正

の相関（r＝0．370，p＜0，05）が認められた。

しかし，昼授乳回数は母の各睡眠指標との相関

が認められなかった。

IV．考 察

　本研究は妊娠末期から産後1か月，4か月ま

での母子の睡眠覚醒リズムについて縦断的に調

査し，母親の生活リズムが乳児の睡眠覚醒リズ

ムに及ぼす影響について検討した。

1．睡眠覚醒リズムの母と子の関連

　本研究では，妊娠末期に母親の最長睡眠の入

戸時刻が早いほど，1か月児の夜睡眠時間が長

いことが初めて明らかにされた。しかし，産後

1か月の母親の最長睡眠の入興時刻は1か月児

の夜睡眠時間との関連がみられなかった。この

ことから妊娠末期に妊婦が早く寝ることによ

り，その新生児が夜間多く眠るようになること

が初めて明らかにされた。また，妊娠末期の母
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親と1か月の乳児の最長睡眠の入眠時刻はほぼ

同じ時刻であり，母親の最長睡眠時間および夜

睡眠時間が長いほど1か月児のそれも長かっ

た。これは妊娠中の母親の生活リズムに胎児期

から同調が始まり，新生児期から母親と同じ時

刻に明野するというリズムが作られていたと考

えられる。本研究で，早く寝ると妊婦自身の夜

間の睡眠時間が長くなっていたことから，催眠

作用のあるメラトニンが睡眠中に母体により多

く分泌されたと考えられる。児の1日リズム

は，母体のメラトニンが胎盤経由で胎児に移行

して，胎児のメラトニン受容体産生を促進し，

母体の生活リズムを基本として胎児期に発達し

はじめることが動物実験で報告されている5・6）。

今回の結果から，ヒトにおいても妊娠中により

多くのメラトニンが分泌され，児の睡眠が長く

なったと推測される。メラトニンは朝の光に

よって分泌が抑制され低下するが，朝の光を浴

びてから14時間前後で分泌が始まる9）。また日

中，高照度環境で過ごした群は低照度環境群に

比べ，夜間のメラトニンが高くなることが報告

されているlo）。そのため，妊娠中は規則正しく

早寝をして朝の光を浴びて，夜間母体のメラト

ニン分泌を促進することによって，胎児のメラ

トニン受容体産生を促し，ひいては出生後の児

の睡眠覚醒リズムの発達を促すことができると

考えられる。

　1か月では合計睡眠時間は母と子の関連はみ

られなかったが，4か月では児の合計睡眠時間

が増加するほど母親の合計睡眠時間は増加して

いた。このことは，乳児が長く眠るようになる

と母親も合計睡眠時間が長くなると考えられ

る。

　1か月および4か月では児の最長睡眠の入眠

時刻が早いほど母親も早かった。4か月児では

高橋らの研究11）と一致している。本研究で，こ

れ以外の睡眠覚醒リズムの指標の1か月の母子

の相関が初めて明らかにされた。すなわち，児

の最長睡眠の覚醒時刻が早いほど母親も早かっ

た。児の夜間の中途覚醒が増加するほど母親の

中途覚醒も増加し，児の夜睡眠時間および最長

睡眠時間が長いほど母親のそれも長く，これら

は，産後の母親が子どもの生活リズムに同調し

て生活していたためと考えられる。一方，昼睡
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眠時間および昼寝回数は母子の関連がみられな

かったことは，児が昼間に眠っても母親は家事

や上の子の世話などがあるため同じように昼寝

の時間がとれるとは限らないと考えられる。

　1か月と4か月では，夜間の授乳回数が増加

するほど母親の夜間の中途覚醒が多く，連続し

た睡眠が短かった。昼間の授乳回数とこれらは

ほとんど関連がなかった。これは，母親の睡眠

の分断が夜間の授乳回数に起因することを示し

ており，母親の夜間授乳の負担も大きいことが

うかがえる。一方，4か月では夜授乳回数が減

少するにつれ，母親の中途覚醒回数は平均1．5

回で，中途覚醒の時間も減り，夜睡眠時間は増

加していた。中途覚醒の合計時間は1か月の母

と子の関連はなかったが，4か月の母子では関

連がみられた。また，産後1か月では初産婦は

1回の中途覚醒の時間が経産婦より約30分長

く，4か月になると初産婦と経産婦と’の差がな

くなった。初産婦は産後1か月から4か月にか

けて1回あたりの中途覚醒の時間が約20分短縮

していた。このことから，産後4か月では夜間

授乳にも慣れ，児が中途覚醒から寝入ると母親

もすぐに再び入眠できていることが推測され

た。新小田ら12）は夜：問の母親の睡眠の乱れは9

～10週まで持続し，それ以降になると中途覚

醒や回数は減っていると報告している。また，

HoriuchiとNishiharaら13）は，分断された夜間

睡眠から分断されない夜間睡眠への転換時期は

産後9～11週の問にあるとしている。これらの

ことから，満2～3か月頃には乳児の夜間の中

途覚醒が減るという見通しを与え育児不安の軽：

減につなげることができるといえる。

　1か月では児が夜間に覚醒するほど，母の昼

寝が増えるという結果から，母親は夜に睡眠が

分断されて足りない睡眠を昼寝で補おうとして

いることが確認された。しかし，4か月ではこ

れらの関連がなく，児の夜間の覚醒が減少する

と共に母親は一度に連続して長く眠ることがで

きるようになっていた。

2．乳児の睡眠覚醒リズムに関する初産婦と経産婦

　の比較

　4か月児の合計睡眠時間は経産婦の児が約60

分，昼睡眠時間は40分，夜睡眠時間は約50分，

小児保健研究

初産婦の児より有意に長かった。これは，経産

婦が第1子の生活リズムに合わせて早寝や昼寝

をとっているためと推測される。初産婦の場合

には子どもを養育した経験がないために，夫婦

の生活に合わせて乳児も寝かしつけるような

傾向が強いこどによって，母子共に夜間の就

寝時刻も遅くなりがちとなると報告されてい

る14・エ5）。したがって，特に育児経験のない初産

婦は早寝早起きの習慣が児に及ぼす影響につい

て妊娠中から情報提供することにより，乳児の

睡眠覚醒リズム確立への援助につながると考え

られる。4か月児ではこれらの睡眠指標に初産

婦と経産婦との差が見られなかったことは，4

か月になると児の睡眠覚醒リズムが確立すると

共に初産の母親が児の世話にも慣れてきている

ことに因ると考えられる。

V．結 論

1　妊娠末期に母親の最長睡眠の入眠時刻が早

　いほど，1か月児の夜睡眠時間が長い。妊婦

　が早く入眠するほど，1か月児の夜間の睡眠

　時間が長くなっていた。

2　妊娠末期の母親と1か月の乳児の最長睡眠

　の入山時刻はほぼ同じ時刻であり，胎児期か

　ら母親の睡眠リズムへの同調が始まってい

　た。

3　1か月では児の夜間の中途覚醒が増えるほ

　ど母の昼睡眠時間が多く，4か月ではこれら

が減少した。

4　夜間の授乳回数が増加するほど母親の夜間

　の中途覚醒が多く，最長睡眠が短かった。産

後1か月時の初産婦は1回あたりの中途覚醒

時間が経産婦より約30分長く，産後4か月に

なるとこの差がなくなった。
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